
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（諏訪地域） 

令和６年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み 
 

 

※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

事業名 下諏訪町グランドデザイン策定事業 

事業主体 

（連絡先） 

下諏訪町 

 

事業区分 ⑧その他地域の元気を生み出す地域づくりに資する事業 

事業タイプ ソフト 

総事業費 ５，８３０，０００円（うち支援金：３，６６６，０００円） 

（活動写真） 

①グランドデザインの策定 

②町に対する愛着心の醸成 

③住民同士が繋がる機会の創出 

④実証実験の実施 

※自己評価【Ｂ】 

【理由】 

諏訪湖畔地区のグランドデザイン

冊子の作成、社地区俯瞰図の完成、

実証実験を通じた観光客等の状況

把握など予定していた効果が得ら

れたため。 

【社地区ワークショップの様子】 

 【目標・ねらい】 

・策定委員会やワークショップにより、参加者が地域に

抱く希望や意見をグランドデザインに反映する過程

を通じて、地域住民の町に対する愛着心やまちづくり

を自分事として捉える心を醸成する機会となった。 

・ワークショップメンバーの協力のもと、実証実験を実

施し、当該地域における観光客の回遊性等現状を把握

したことから、事業の可能性及び実施方法等につい

て、検討することができた。 

目標値 ※実証実験利用者アンケートによる諏訪湖 

畔の滞在時間３時間以上の割合） 

目標：４５．０％ 

実績：１５．８％ 

官民学が連携し、委員会等を通じて、将来あるべき姿を

グランドデザインとして策定することで、今後も多くの

観光客に訪れていただけるまちづくりや住民一人一人

が「住みたいまち、元気な声がひびくまち」と感じられ

るまちづくりへの意識向上と地域コミュニティの活性

化を図るとともに、ワークショップメンバーを核とし

て、産業や地域コミュニティなど各分野において、今後

のまちづくりに主体的に関わる人材の育成を図る。 

（実施地区：諏訪湖畔地区及び社地区） 

・グランドデザイン策定委員会・ワークショップ 

諏訪湖畔地区 ５月～２月 

   社地区    ５月～２月 

・取り組みを継続し、策定予定の町内全４地区において、グランドデザインを策定する。 

・ワークショップ等により、地域住民の地域に対する希望や意見をグランドデザインに反映する

ことで、地域住民の町に対する愛着心やまちづくりを自分事として捉える心の醸成を図るとと

もに参加者同士のつながりを促す。 

・策定したグランドデザインを基に、町と住民等がともに主体となり、協働して魅力あるまちづ

くりに向けた取り組みを推進する。 


